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旅行とメディア
一戦前期旅行ガイドブックのまなざし一
岩佐　淳一’
はじめに
　本稿ではメディアと旅行行動の関係をメディア論的視角から明らかにすることを目的
としている。メディアはメッセージを誤りなく伝える透明な媒体ではない。メディアは
それ自身の固有の論理と文法のなかで一つの現実をつくる。メディアによって定義づけ
られた現実は状況づけられた主体としての個人の〈読み〉とせめぎ合いながら人々の現
実認知や対象、空間認識などに大ぎな影響を与える。旅行行動においても例外ではな
い。どこかよその土地へ旅行しようと思い立つとき、多くの場合、そこには予めその土
地についてのイメージが先行している。映画やテレビで見た風景、本や雑誌・小説・教
科書などの記述、駅や街角で見かけた旅行代理店の作ったパンフレット、歌詞に唄われ
た街。およそ人が旅立とうとするときに、その動機はメディアの介在なしには形成され
にくいξ否、現代人の旅行動機はさまざまなメディアから影響を受けているといってよ
いだろう。特に、実際に旅行に出ようとするときに人々が携帯する旅行ガイドブック
D。これも周遊する場所の選定、旅行情報入手手段として必須アイテムであるばかりで
なく、旅行という行動を規定する大きな要因になっている。
　ところで、、旅行、観光などを意味する英語としてはtravel、　journey、　tour、　sight
－Seeingなどの語があるが、　travelは・「苦痛」、「労苦」、　journeyが・「その日暮らし」
の語源をもつことはよく知られている。柳田國男によれば、’タビという日本語はタマハ
ルと語源が一つで人の給輿をあてにして歩く点が物貰いなどと一っではないかと思われ
ると述べ2）｛それがために旅を憂いものつらいものと言う3｝。1英語のtravel、　journey、
日本語の「旅」、どちらも旅を苦痛やつらいものととらえている点で共通している。ち
なみに19世紀の造語であるtourや観光を意味するsight－seeingには労苦という含意
はなく、もっぱら楽しみのために他の土地へ行くという意味で使われている。同様に日
本語の旅行という言葉にも労苦の意味は含まれない。
　よその土地へ旅することがまさに苦しみだった時代、大部分の人間は強いて旅立とう
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とはしなかっただろう。したがって、そこにガイドブックが入り込む余地はなかった。
多くの人々が楽しみのための旅行をするようになったことが、ガイドブックの大衆的需
要をつくったことは明らかだ。イギリスで大衆旅行が始まるのは19世紀であり、大量の
人々が国内や世界のあちこちを楽しみのために移動するという現象が一般化するのはそ
う古いことではない。したがって、旅行あるいはそれに付随する旅行ガイドブックの成
立と発展はすぐれて近代的現象といえるだろう。その意味で旅行ガイドブックの研究は
旅行研究にとどまらず、近代という時代の意味や意義を知る上で重要な示唆を与えてく
れるものと考えられる。こうした状況を背景としながら、本稿では主として戦前期の日
本の旅行ガイドブックがどのようなまなざしを4）内包していたのかについて考察した
い。
1．旅行ガイドブックの概念～ガイドブックとハンドブック～
　旅行ガイドブックとは、主として旅行をおこなう人の便宜や案内という特殊な目的を
持って書かれた書物全般を指すと定義できる。日本語では「旅行案内書」「旅行手引き
書」などと訳されるが、英語では「旅行案内書」「旅行手引き書」に相当する単語として
ガイドブック、ハンドブックの二つがある。ハンドブックの代表格はドイッで出版され
たべデカー（Baedeker）である。カールベデカー（Karl　Baedeker）が父の印刷業に出
版業を加え、初めてハンドブックを世に送ったのは1828年であった。その後、ベデカー
のハンドブックは国内、国外ともに種類を増やし、1846年にはフランス語版、1861年には
英語版が出版された。ベデカーはいずれも赤表紙で、HANDBUCH　FUR　REISENDE…
（旅行者のための…ハンドブック）と表記されている。日本でもベデカーの愛用者は多
く、『広辞苑第四版』には「ドイツの出版業者、ベデカー発行の旅行案内書。転じて広
く案内書の意」5）と紹介されている。また『コンサイスカタカナ辞典』にも「ドイツの
べデカーが出版したシリーズ形式のヨーロッパ各地の小型旅行案内書。正確無比で知ら
れた。転じて一般に「旅行案内書」の意にも使われる」6）と記載されている。『基本外
来語辞典』には「旅行案内書。ドイッの出版業者名から」7）とあり、ベデカーは普通名
詞として旅行案内書の代表のようにみなされていたことがわかる。
　一方、イギリスでは1836年、『マレーの旅行案内』がジョン・マレー（John　Murray）
によって出版されている。こちらも赤表紙の装丁で、オランダ、ベルギーとMurray’
shandbook　for　travellers　in…は次々刊行されていった。両者の旅行手引きはガイド
ブックではなく、ハンドブックと名乗っているが、中川浩一はこうしたハンドブックは
学術的な存在を構成し、その読解には高い知性と教養を必要とする。それらはイギリス
では旅行文芸と喚ばれ、広義の文学の一端に位置づけられている。こうしたハンドブッ
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クは大衆の要求ではなくブルジョアジーの欲求として出てきたものであると述べている
が8｝、ベデカーもマレーもこうしたブルジョアジー向けの旅行手引き書ということがで
きる。他にハンドブックという名を持つ旅行案内書にCOOK’S　TRAVELLER’S
HANDBOOKSがあるが、これは大衆旅行システムの始祖、イギリスのトーマスクッ
クの創業になるTHOS．　COOK＆SON社（1871年）が発行したもので、1930年段階
で、ロンドン、ローマ、パリなど20のラインナップを揃えていた。これらハンドブック
は小型ながら、詳細な地図と精緻な紹介で極めて濃い内容構成になっている。またフラ
ンスのアシェット社が出版している「ギッドブルー」（Les　Guides　Bleus、1841年創
刊）、イギリスのミュルヘッド社の「ブルーガイド」（Blue　Guide、1918年刊行開始）も
ハンドブックという名こそ冠してはいないものの、美術や歴史面を手厚く記述し、ハン
ドブック的（旅行文芸書的）旅行手引き書である。これらに見るように案内書のなかに
はブルジョア的旅行案内書の流れが存在する。
　一方、20世紀前後の旅行案内書のなかで、ガイドブックという名前を冠している旅行
案内書として筆者が閲覧可能であったものを見るとG．FIORELLIのGUIDE　DE
POMPEI（1897）、　P．　KillischのFuhrer　Guide　durch　BERLIN（1897）などは、紙
質、内容ともに前者のハンドブックには及ぶべくもない。地図こそ詳細であるが、それ
ぞれの土地の解説もほとんどない。一方、同じガイドブックでもGUIDES　－
JOANNEのITALY（1900－1901）やV．　E．　BIANCHIのGUIDE　TO　ROME　AND
ITS　ENVIRONS（1900）などはかなり中川のいうハンドブックに近い仕上がりとなっ
ている。
　ここからみると、ハンドブックあるいはガイドブックの用語使用は中川が言うより
も、かなり便宜的なもので、ハンドブックがブルジョア的、ガイドブックは大衆的とも
言い切れない。しかし、いずれにせよ、文芸的なガイドブック（ハンドブック）が史跡
や歴史、美術などに重きを置くという点では一貫しているように考えられる。このよう
にガイドブックには旅行文芸的な内容を持つものと実用本位の大衆向けのもの二種類あ
ることを指摘しておきたい。
2．旅行ガイドブックの機能
　いうまでもなくガイドブックは旅行の案内に供されるものであるが、その顕在的およ
び潜在的機能はおよそ4つに分けられる。
1）実用的機能
　ガイドブックは旅行地の情報を旅行者に伝達する。その内容は以下の通りである。①
目的地までの旅程、交通手段、時刻、費用、宿泊場所および宿泊費の案内、②訪問地の
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風土、地理、見るべき名所・旧跡等の案内、③地図の提示　④旅行地の国情’・政情、病
気事故などに関する注意喚起。
2）空間分節および価値付与機能
　ガイドブックは、旅行者に訪問すべき場所を提示することで、旅行空間を分節する。
　漠とした目的地の空間を価値に応じで色分けすることで、訪れる価値のある場所・な
い場所を弁別する。ベデカーがホテルやレストランを格付けして、訪れるべき場所も重
要度に応じて星二つ（＊＊）、・星一つ（＊）、無印の3段階に区別したことは夙によく知
られているが、これなどはよい例であろう。またガイドブックは訪問地に対する旅行者
のまなざしを形成する。旅行地がどのように表現されるかは旅行者がその場所に対する
イメージをつくるうえで大きな影響を与える。．
3）時間分節機能
　時刻表とともにガイドブックは旅行時間を分節する。日程やモデルコースの提示など
によって旅行地をどのような時間配分で廻るべきかを我々に提示するのである。後述す
る戦前期日本のガイドブックにも詳細な旅程案、モデルコース案が掲載されている。
4）観光地創造機能
　ガイドブックは観光地を創造する。ガイドブックは客観的な場所の叙述にとどまるも
のではないbこれまで一顧だにされてこなかった無名の地にまなざしを向けることで、
観光地に生まれ変わるという事例は枚挙に暇がない。
　このようにガイドブックは単に旅行地の紹介という実用機能にとどまらず、旅行空
間・時間を分節創造するなど積極的な機能を持っている。ガイドブックが旅行行動にお
いて極めて重要な意味を持つことが了解されよう。
　ガイドブックが以上のように複合的な機能を有しているとするなら、ガイドブックは
その旅行者の旅行行動を大きく規定することになるだろう。さらに言うならば彷径の旅
ならいざしらず、一般的な旅行および旅行行動とガイドブックは一体のものと考えられ
るのである。次に戦前期にヨーロッパを旅行した日本人がどのようにガイドブックを利
用したかを彼らが記述した紀行文から抽出してみよう。
3．ガイドブックと旅行行動～ベデカーの利用とガイドブック依存～
　まずは寺田寅彦。周知のように夏目漱石の高弟であった寺田寅彦は海外旅行で大いに
ベデカー＝ガイドブックを利用していたようだ。しかし寺田は旅行案内記の効用を大い
に認めつつ、一方で、その過度の依存を戒めている。すなわち、彼が英国の某離宮を見
物した折、その中の一人が始終ベデカーを離さず、tこれと対照させながら見物をしてい
た。とある部屋へ来たとき皆を呼び集め・「この窓から見ると景色がいいと書いてある」
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（傍点筆者）といって聞かせた話を引き合いに出しつつ、「なんだかこれでは自分がベデ
カrの編者それ自身になってその校正でもしているような気がし」、「窓の眺めの善し悪
しぐらいは自分の目で見つけだし選択する自由を許してもらいたいような気がした」と
いう感想を述べている9）。そして旅行案内記の短所として「読んだ案内書や聞いた人の
話が、、いつまでも頭の中に巣をくっていて、それが自分の目を隠し、耳をおおう6それ
がためにせっかくわざわざ出かけて来た自分自身は言わば行李の中にでも押しこめられ
たような形になり、・結局案内記や話した人が湯にはいったり見物したり享楽したりする
のと同じようなことになる」と指摘したゆ。この文章が発表されたのは大正11年
（1922）1月の雑誌『改造』誌上であるが、こうしてみると極めて早い時期から旅行者
のガイドブック依存が珍しいものではなかったことがわかるのである。
　大正時代になるとシベリア経由での欧州鉄道路線も通じ、欧州航路も開設されてい
た。ジャパン・ツーリスト・ビューロー（JTBの前身、明治45年（1912）設立）が
THOS．　COOK＆SON社と相互代理店契約を結び、欧州行きの乗車券や旅行小切手を
日本国内（東京・神戸・長崎）で販売するようになったのは大正9年（1920）だった。す
でにヨーロッパへ行くための基礎的な旅行インフラストラクチャーは完成していたので
ある。’しかし、当時、ヨーロッパに渡航できた人々はいわば特権階級の人々か知識人で
ありい一般民衆ではなかった。海外渡航（主としてヨーロッパ、アメリカ）の絶対数の
少なさや、彼らの多くが現地語に通暁していることもあり、日本語で書かれた欧米につ
いてのガイドブックの需要はなかったm。正確無比であるというベデカーの名声は海外
渡航者の間では当然の知識となっており、それ故に彼らはべデカーを盲目的に崇拝した
のであるd
　当時、、海外旅行（ヨーロッパ）をした日本人が、ベデカーを利用した事実は彼らの書
き残した紀行文から見て取れる。ここでもベデカーはほとんど信仰に近いほどの信頼を
集めていた。たとえば、俳人河東碧梧桐の『異国風流』には「ゼ・リベェラと題して、
地中海の伊仏海岸を紹介した英文のガイドブックをニースで買った。大いにリベェラ通
を振りまわす用意でもあったが、こういうガイドブックの無味乾燥さは紅茶もバタもな
しにパンを噛るようなものだ。一中略一ベデカーのガイドブックは、さすがにパンにバ
タをつけ、紅茶にオレンジを入れでくれる。日本にもベデカー流のガイドブックを一つ
作りたいものだ」という記述がある12）。当時のヨーロッパのガイドブックに文芸的な色
彩の強いものとそうでないもの2種類あることが伺われる。そしてここには文芸的なガ
イドブック、ベデカーに対する河東の厚い信頼が見て取れるのである。また河東がガイ
ドブックを買って「大いにリベェラ通を振りまわす用意でもあった」と述べている箇所
も興味深い。ガイドブヅクを精読して、「・・t通」を気取るというエピソードは数多いが
一15一
学習院女子大学紀要　第3号
13） Aこうしたガイドブック依存も早い時期から見られるのである。
　ベデカーは極めて詳細な地図の掲載で有名であるが、その実用的な使用法として、経
済学者河上肇は『巴里最初の印象』という紀行文の中で「それでも幸いにベデカ氏の案
内記の御陰にて午後の六時頃セーヌの河のほとりに近きロジ橋町の五番地に目指せる下
宿を尋ね当つ」と述べている’4）。また与謝野晶子の夫、与謝野寛（鉄幹）は次のように
いう。「早速停車場から遠くない伊太利亜ホテルへ入っていった。ベデカアで読んでお
いた中位のホテルだ一中略一此国には午前午後の区別が無いと予てベデカア氏に注意せ
られて居たのだが一中略一ベデカア氏は月夜の光景を賞めたが、此下で折柄で時雨に立
ち濡れた僕の感じも悪くなかった」15）。短い文章のなかにベデカーという単語が3度も
出現することに注意されたい。ここにも現代の大衆旅行における旅行ガイドブックの使
い方と変わらない知識人のガイドブック利用の姿が見られるといえよう。
　商法学者田中耕太郎はべデカーをガイドとしながらイタリアを回った様子を「私はべ
デカーの指示するところに従って一教会一教会、一ムゼオームゼオを順次に訪問し始め
た。何処へ行っても溜息が出る程美しいものばかりで、こんな短い時間内に駆け廻る自
分が情けなく思われた一中略一ベデカーやグセル、フェルスの両案内記には殆ど無視さ
れていて、しかしラスキンの説明によれば決して見のがすことを許さないものがまだ
残っている」と述べているが16）、彼はべデカー以外にもグセル、フェルスといったガイ
ドブックを読んでいるらしいことが伺われる。前述、河東碧梧桐の文章にもベデカー以
外のガイドブックを買ったことが記されているし、寺田寅彦はいろいろなガイドブック
（原文は案内記）をひろく参照するのがいいとしているところから’7）、ヨーロッパ旅行
をするうえで日本人が参照できるガイドブックの数は相当数に上っていたとみてよいだ
ろう。このように、戦前期の日本人のヨーロッパ旅行は多分にベデカーなど各種のガイ
ドブックに彩られていたのである。
4．旅行ガイドブックの成立と発展
　ここで近世日本の旅行をごく簡単に振り返っておこう。江戸期に旅行が庶民の間で大
変なブームとなっていたことはよく知られているところである。目的地は伊勢神宮、金
比羅参り等のいわゆる神社仏閣であるが、たとえば、東海道は年平均100万人の人が旅
行目的で往来していたといわれている18）。彼らを旅行に誘（いざな）ったのはいうまで
もなく浮世絵、各種名所図絵、膝栗毛物、道中記などであり、実際の旅行に出ては、旅
行の注意を記した旅行用心集が懐中にあった。すなわち江戸期の旅行においてすら、そ
の動機の形成、旅行行動にメディアが大きく介在していたのである。大衆旅行において
はメディアを介在させないフロンティア的旅行などはおおよそ考えられない。
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　明治になると、W・ガーランド、　W・ウエストンら西洋人によって日本の「山岳美」が
’9）
A文学者によって「風景」が発見されたことはよく知られている2°〉。また明治27年に
発行された志賀重昴の『日本風景論』が日本三景といった類型的な景観ではなく、地理
学的観点から、日本の新しい風景美を初めて提示したことも周知の事実だ21＞。志賀の著
作は日本人の風景観に極めて大きな影響を与えた。続いて、全国の名所旧跡を旅行して
書かれた大橋乙羽の『千山万水』（明治33年）もベストセラーになった。そして大正時代
の山水ブーム22＞。小島鳥水の『日本山水論』（明治38年）を嗜矢として、徳富猪一郎『山
水小記』（大正3年）、田山花袋『山水大観』（大正3年）、『山水帖』（大正6年）大町桂
月r山水処々』（大正6年）、『山水めぐり』（大正8年）、その他多くの山水紀行文が出版
されるのである。大橋乙羽、田山花袋、大町桂月らは旅行を通じて全国に山水美を発見
していったが、そうして発見された山水は彼らの著作＝メディアを通じて一般大衆に浸
透し、人々は続々と旅行に出かけるようになる。文学者や志賀らによって発見された
「風景」が探勝…の対象として一般大衆、特に都市住民の前に立ち現れるのは、実に大正
時代のこの山水ブームによるものと考えられる。明治期の助走を経て大正時代になると
日本の旅行へのまなざしは神社仏閣参詣から風景の探勝へと大衆レベルで完全に転換す
るのである。
　澤壽次はこうした山水ブームの理由として、日本資本主義の発達をあげている。農村
から都市への人口移動、それにともなう工場労働者の増加。都会に住む人々が自然を求
めて鉄道を利用して山や海に旅行を始めたことがブームの背景という23）。こうした山水
ブームとほとんど軌を一にしながら旅行ガイドブックも続々刊行されていく。戦前のガ
イドブックの主役は鉄道省（院）＝国家であった（後掲表1参照）。ガイドブックは主
として鉄道旅客増促進という政策的意図を直接的契機として作られた。しかし、一方に
山水ブームを背景とした旅行客の増加と旅行者のまなざしの転換、さらに新しい旅行目
的に見合ったかたちでの媒体＝旅行ガイドブックの需要が底流にあったことも忘れては
ならない。日本の旅行ガイドブックは国家の政策的意図と大衆の旅行へのまなざしの転
換とが絡まりあいながら、成立発展したといえよう。
　ところで、我が国の旅行史の画期的な出来事として「喜賓会」の成立があげられる。
喜賓会は外国人観光客を誘致するための機関として渋澤栄一と三井財閥の益田孝の発案
で明治26年（1893）3月に設置された。この綱領のなかに「完全なる案内書及案内地図
類を刊行すること」という一項がある24＞。事実、喜賓会は英文日本案内地図、日本案内
書、旅行案内書など数十種を刊行したとされている25）。さらに喜賓会の活動を事実上継
承したジャパン・ツーリスト・ビューローも同様の活動方針を掲げている。ビューロー
は鉄道院鉄道作業局に勤務していた木下淑夫の外国人招致構想が実を結んで設立された
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団体で、外国人の受け入れによって、日本を正しく理解してもらうと同時に、鉄道サー
ビスの新しい顧客を開拓し、利益につなげようというものであった。ビューロrの会則
に次の一項がある。「外国に我邦の風景事物を紹介し、且つ外人に対して旅行上必要な
る各種の報道を与うるの便を開くこと」26＞。国外対象ではあるが、ビューローの活動の
目的にはガイドブックの発行がすでに胚胎されていた。そしてそれを具体化したのが機
関誌『ツーリスト』の発行（大正2年、1913）であり、大正8年（1919）『ツーリスト』
の付属版として出版した和文の避暑地紹介ガイドブックを日本人向けに独立させたもの
がジャパン・ツーリスト・ビューロー初のガイドブック『旅程と費用概算』であった。
　旧本において近代的なガイドブックがいつ誕生したのか、年代を明確に確定すること
は難しい。アーネスト・サトウは江戸時代の道中記を日本の『マレー』と称したが2η、
道中記はいわゆるハウツー物であり、文芸的色彩をもっマレーと比較できないだろう6
我が国の旅行ガイドブッグの始まりは一説には山陽鉄道が旅客誘致のために作ったもの
といわれている28｝。鉄道会社が旅客誘致の手段としてガイドブックを刊行するのは自然
であり、欧米でも一般的である。
　ガイドブックが発展を遂げていくのは大正～昭和時代であるが、それに前後しながら
旅行雑誌も刊行された。明治35年（1902）、報知新聞から月刊雑誌「旅」が出版された
（明治37年廃刊）。大正2年（1913）には前掲ジャパン・ツーリスト1・ビューローの『ツー
リスト』が創刊、大正11年（1922）、’には東京アルコウ会の三好善一が発起人、大町桂
月、田山花袋も加わり、鉄道省内に「日本旅行文化協会」が発足する。この団体が発行
した雑誌が「旅」である。この雑誌はジャパン・ツーリスト・ビューローに引き継がれ
（昭和9年、1934）、現在に至っている。またビューロー内に新たに創設した「ツーリス
ト倶楽部」の機関誌として「旅行日本」が発刊されている（昭和7年、1932）。，
5．戦前期旅行ガイドブックの特徴
　表1は戦前期の主要なガイドブックである29）。また昭和13年．（1938）版『旅程と費用
概算』巻末掲載のジャパン・ッーリスト・ビューロー販売図書案内によればこの当時、表
1以外のガイドブックとして『旅行手帖』、『麗山名水』、『四國』、『北陸』、『登山案内』
（いずれも鉄道省編纂）、『東北の民俗』、『東北の玩具』（仙台鉄道局編纂）が見られる。
昭和15年（1940）版『旅程と費用概算』巻末ガイドブック案内にはヤマモトタスケ著
『阿寒國立公園とアイヌの傳説』、『郷土旅行叢書』、『祖國認識旅行叢書』（鉄道省編纂）
などの名も見える3°）。『旅程と費用概算』は全国を網羅し大部のため、ハンディな地方
版とでもいうべき『ッーリスト案内叢書』が昭和10年（1935）から順次刊行され、昭和
15年までに21輯刊行されている。また、小田急、南海電車、奈良電気鉄道、大軌参急電
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車などの私鉄も沿線ガイドブックを出版している。
　表1に見るように戦前期のガイドブックの多くが鉄道省（院）＝国家の手になるもの
であり、鉄道旅客増という政策的な意図を反映して作られていることが伺い知れる。ま
たガイドブックの名称のいくつかにあるように旅行の景色が「窓」「車窓」をとおしてパ
ノラマ的に楽しむものとしてとらえられるようになっていることも伺われる。
　表1以外にガイドブックではないものの、博文館から趣味の旅シリーズとして斉藤隆
三『古社寺をたずねて』、笹川臨風『古跡めぐり』、松川二郎『民謡をたずねて』、藤沢
衛彦『伝説をたずねて』、松川二郎『不思議をたずねて』、近藤飴ン坊『川柳をたずね
て』等も刊行されている（昭和2年、1927）。また昭和3年（1928）からは’『旅と伝説』
シリーズも出版されてた。
　こうした状況を総合すると、すでに戦前期においても相当量の旅行ガイドブックや紀
行文が出版されており、大衆的旅行のイメージ形成に関与する旅行地情報や旅行に必要
な実用的情報は十分に提供されていたことがわかる。むろん技術的な制約から写真など
表1　戦前期の主なガイドブック
刊行年 書名 著者名
国内ガイドブック
1910（明治43年） 『鉄道院線沿道遊覧地案内』 鉄道院
1914（大正3年） 『鉄道旅行案内』 鉄道院
・1918（大正7年） 『汽車の窓から』 谷口梨花
1919（大正8年） r神まうで』 鉄道院
1919（大正8年）～1951（昭和26年）まで r旅程と費用概算』 ジャパン・ツーリスト・
rューロー
1920（大正9年） 『温泉案内』 鉄道院
1922（大正11年） 『お寺まいり』 鉄道省
1924（大正13年） 『スキーとスケート』 鉄道省
1924（大正13年） 『十和田湖・田澤湖・男鹿半島
ﾄ内』
鉄道省
1924（大正13年） 『日本北アルプス登山案内』 鉄道省
1926（大正15年） 『北海道登山案内』 札幌鉄道局運輸課
1926（大正15年） 『北海道湖沼案内』 札幌鉄道局運輸課
1929（昭和4年）
P936（昭和11年）完成
『日本案内記』8巻 鉄道省
1933（昭和8年） 『景観を尋ねて』 鉄道省
1934（昭和9年） 『房総と水郷』 鉄道省
1939（昭和14年） 『療養本位温泉案内』 白揚社
1940（昭和15年） 『車窓の日本』 日本地歴研究会
海外ガイドブック
1927（昭和2年） 『欧州旅行案内』 上村知清
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映像情報の掲載量は現在と比べるとずっと少ないけれども、かなり快適に国内を旅行を
することが可能な情報環境が整っていたといえよう。
　それではこれらはどのような特徴を持っているのであろうか。まず、表1ガイドブッ
クのなかで、最も水準の高いガイドブックである『日本案内記』と『旅程と費用概算』
を中心に考察したい。
　『日本案内記』は鉄道省の旅客促進の一環として刊行され、編纂に着手（昭和2年）
してから、足掛け10年の歳月を費やして昭和11年に（1936）完成した。それらは全8
巻、「東北篇」「関東篇」「中部篇」「近畿篇上・下」「中国四国篇」「九州篇」「北海道篇」
からなる極めて大部のガイドブックであり、これに匹敵する国内のガイドブックは現在
まで出ていないといっても過言ではない。概説として、当該地域の位置区域、地形地
質、気候、動植物、行政区画、風俗、方言、産業、沿革及史蹟、神社寺院、学術的施
設、名勝及温泉、交通について詳説するとともに、鉄道沿線ごとに見所を配し、地図や
写真も多く使用されている。さらに巻末には索引が付くという周到さで、極めて高水
準高密度のガイドブックであった。中川浩一は「対象地域を一道三府四三県とし、名
勝・史跡・産業・経済・人情・風俗を主体に、地形地質・動植物などの学術的な方面に
わたる内容を網羅しようというこの計画は、真に壮大なものであ」ったと述べている31）。
これらは殆ど採算を度外視されて作られた。日本中ガイドし尽くそうというその熱意は
一種異様ですらある。ただし、交通手段、料金、旅行日程案の内容はジャパン・ツーリ
スト・ビューロー発行の『旅程と費用概算』の方が丁寧かつ詳しく記述されており、実
用的色彩が強い。『日本案内記』は東京帝国大学の黒板勝美（国史）、山形直方（地理）
両氏に指導助言を仰いで作成されたこともあり、かなりアカデミックな仕上がりになっ
ている。こうした背景をもつ『日本案内記』はその内容の水準、綿密さ、詳細さから、
中川浩一のいうハンドブックまさに日本のべデカーというべき内容をもったものであっ
たといえよう。
　『日本案内記』の空間分節のありようをみてみよう。このガイドブックが鉄道省の旅
客増を狙ったものであるという点からみて、空間分節が鉄道駅、鉄道区間をもとにした
ものであるのは当然である。中心となる駅のある都市、町およびその周辺をまず紹介
し、駅と駅の区間の空間・場所を観光資源（見所）で隙間なく埋めるという手法である。
ここには鉄道によって均質な空間と化した旅行空間を一望のもとに見渡そうとする鉄道
省＝権力の意志を読みとることができるのである。
　同様の意志は大正3年から刊行された『鉄道旅行案内』にも読みとることができる。
　手元にある昭和11年版（1936）は本編554ページ、索引28ページ、巻頭に「本書は鉄
道沿線の名勝史蹟その他行楽地の概略並に普通一般の旅行者の参考となる事項を記述し
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た」32）（傍点筆者）とあるように、後に作成される『日本案内記』よりもより通俗的な編
集方針をとっている。そして「案内記事の順序は総て鉄道線路別とし」33）、東京を起点
に、西に向かって各線の土地を解説、鹿児島まで下ったあとは、一転、東京から一路北
へ北海道まで各路線を解説している。ここで注目しておきたいのは、このガイドブック
が現代のガイドブックの多くに共通するように各地方あるいは各路線からめぼしい主
立った名勝、名所旧蹟を抽出するという方法ではなく、鉄道路線のなかの小さな、それ
こそ観光資源など無いかに見えるような場所にも、そのような見所を発見しようとする
編集スタイルだ。
　これは先の『日本案内記』の共通した傾向といえよう。すなわち、現代のガイドブッ
クと戦前期のそれらとは指向のベクトルが逆になっているのである。現代のガイドブッ
クは過去にすでに均質化されてしまった空間の中から差異を析出する資本の運動なのに
対して、戦前のガイドブックは新たに均質化された空間の隅々に見所を発見しようとい
う国家的意志の産物なのだ。
6．戦前期ガイドブックのまなざし～r旅程と費用概算』のワード分析から～
　次に戦前期ガイドブックがどのようなまなざしを内包していたのかを検討しよう。分
析に用いたのは『旅程と費用概算』昭和9年度（1934）版である。このガイドブックは
前述したように、雑誌「ツーリスト」の付属版として出版した和文の避暑地紹介ガイド
ブックを起源に持ち、ジャパン・ツーリスト・ビューロー初のガイドブックであった。
『日本案内記』が鉄道路線別になっているのに対して、この『旅程と費用概算』は遊覧
地すなわち都市、都市周辺の見所、観光地、景勝地といった目的地別の紹介を主とし、
鉄道沿線別ガイドを従としている。
　総頁数738頁のうち、樺太・台湾・朝鮮・満州・中華民国を除いた636頁を分析の対象
にした。本分析では636頁から旅行地、旅行空間の表現、名所・旧蹟・風景などの対象に
関する形容表現、副詞表現、動詞表現など7，912語を抽出した。正確を期すため、本文
は3度精読し、抽出漏れのないようにした。なお、見出し表現はこの中に加えていな
い。
　表2は『旅程と費用概算』の主要ワードと出現回数であるが、観光資源としての「国
宝」（170）、寺院（名刹・巨刹・古刹・霊刹＝121）、史蹟（58）、天然記念物（49）、特別
保護建造物（30）などは当然、出現頻度が高い。注目されるのは山岳、海岸などの自然
的対象に対する旅行者の位置である。表3に見るように「眺望」をはじめとしたパノラ
マ的表現が圧倒的に多いことがわかる。その視線は上から下である。それに対して「仰
ぐ」という下から上の視線は35例（3．7％）と全体量から見ると極めて少ない。旅行者の
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表2　『旅程’と費用概算』の主要ワード
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＊数字は出現回数
表3　対象に対する旅行者の位置
眺め
P42
眺望
P56
眺望絶佳
@13
展望
U0
遠く
S1
臨む
P10
望む
P28
鰍下
V
眼下
V
一眸
Q8
一望
P1
脚下
Q3
仰ぐ
R5
パノラマ
@7
遙か
S9
望見
T
見下ろす
@13
見渡す
@18
大観
R3
展ける
@19
展開
Q3
＊下段数字は出現回数
まなざしは対象の偉大さを「仰ぎ見る」のと反対の方向を示し、遠く見渡す、上からの
　　　ふかん
眺め、傭目敢的表現が主となっている。ここにも古い時代の自然に対するまなざしとの違
い、’ ]換を見ることができよう。
　『旅程と費用概算』における主要ワードの表現傾向、まなざしはおおよそ以下7つに
大別できる1（表2参照）。
1）静か、清いに関係するワード群…閑寂・閑静・清～など。
2）美に関係するワード群…美しい・美・美観・翠・～美など。
3）景色・眺望、眺め、広いに関係するワード群…景・景～・風光・一望・開諮・
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　　轍下・広～・宏～など。
4）趣・味わい・風流に関係するワード群…趣・閑雅・仙境・興趣・風趣・風致・幽遽
　　など。
5）大きい、立派、勝れている、秀でているに関係するワード群…巨大・秀～・絶～・
　　壮～など。
6）有名性に関係するワード群…名高い・有名・天下一品・天下無双など。
7）珍奇性に関係するワード群…奇～、怪、など。
　つまり、『旅程と費用概算』は上記7つの要素をまなざしの基礎、つまり見るべき、
探勝すべき価値とみなし、これらの価値に従って、全国の旅行地を価値づけし、形容し
ているのだ。旅行地によって使われる表現が異なっていることから、このガイドブック
が複数の筆者によって執筆されたことは明らかである。しかし、多少の表現の違いは
あっても、価値づけの基準は同じであるため、そこで使用される基本的な形容に大きな
違いはない。このため、その表現はありきたりの言葉や決まり文句、陳腐な表現の羅列
となっている。旅行ガイドブック『旅程と費用概算』は大量のクリーシェの集積物なの
である。川は都市・田舎にかかわらず、アプリオリに「水清く」、森は「欝蒼」としてい
る。町は常にその土地の「中心」で物資の「集散1が「盛ん」で「賑わ」っている。そして
ある土地の珍しい岩も別の土地のそれも「奇岩」と表現される。これらは観光地の情報
を伝えているようで、実は何も伝えていない、いわばゼロ記号のようなものなのだ。ガ
イドブックは当然、旅行地を何らかのかたちで価値づけるが、それは勢い表現の類型化
をともないやすい（表4参照）。
表4　パターン的表現の例
景 風
景
3
7
景観
Q7
景趣
R6
景勝
T7
景勝地
@11
景色
P8
風景
T0
風光
X9
風光明媚
@39
風趣
P0
風致
S8
風光～
@31
清 名
清澄
P9
清遊
P3
清流
U7
清洌
P2
清い
X
清水（泉）
@7
名刹
U6
名産
V
名所
U9
名勝
V7
名声
V
名物
Q1
奇 荘
奇
1
4
奇巖
P3
奇観
R2
奇岩
R1
奇礁
V
奇景
Q1
奇勝
U1
壮観
T0
荘厳
X
壮絶
T
壮大
P7
壮麗
X5
絶 広 美
絶佳
R0
絶景
R2
絶勝
R3
絶好
P8
広澗
T
広大
P4
宏壮
P3
広い
P7
広く
R0
広々
U
美
2
0
9
美観
S5
美
美しい
@98
～美
W4
＊下段数字は出現回数
磨魔ｻの他「白砂青松」などの決まり文句が多用されていることにも注意されたい。
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　戦前期のガイドブックは写真というビジュアルな情報が少ないことと、漢語的な表現
が多いため、表現のパターン化は現代のそれよりもいっそう顕著である。しかし、この
ことは程度の多少はあっても、現代のガイドブックに通じるものといえよう。
　では、『旅程と費用概算』における7つのまなざしの淵源は何か。前掲、澤壽次は大
正時代と昭和前期の旅行の違いを「山水の旅から趣味の旅へ」と表現している。大正時
代は山水風景を探勝することが旅行のもっとも大きな目的だったが、昭和になると旅行
目的が多様化し、さまざまな目的で旅行が行われるようになったというM｝。確かに、こ
の昭和9年版『旅程と費用概算』にもそのような傾向は反映されているといえる。寺や
遺跡、史蹟、古美術、伝説など山水以外の情報もかなり取り入れてはいる。しかし、表
2に見るように全体量としては風景・風光の情報、案内が圧倒的に多い。現代のガイド
ブックに見られるような特産品や名物料理などの情報は極めて少なく、山水中心的な色
彩が濃いといえよう。その意味で『旅程と費用概算』のまなざしのルーツは『日本風景
論』にあるといえる。『日本風景論』において志賀重昴は日本の風景の特質を瀟洒・美・
鉄宕（てっとう）としてとらえた。瀟洒とは現代的にいうと趣とか風流、跣宕とはのび
のびしていること、雄大なさまをいう。志賀は跣宕の例として、たとえば北海道の沿岸
の蛸立する石壁、立山の絶頂、那須の暖野などをあげた。『旅程と費用概算』のまなざ
しも『日本風景論』と同じく、跣宕＝雄大な風景、風光を、そして趣、風流＝瀟洒を賞
賛し、そのまなざしは各地の旅行地の「美」に向けられている。『旅程と費用概算』は
その意味で『日本風景論』の大衆化、通俗化したものといえよう。
　ところで、志賀の『日本風景論』が多分にナショナリズムに彩られていたことはよく
知られている。世の欧化主義に対抗して、国粋保存すなわち、日本という国あるいは日
本人の美点や長所を発見していこうとする志賀がこのような意識をもとにしつつ『日本
風景論』を書いたことは明らかである、そうした志賀がこの書物の冒頭に「江山洵美是
吾郷」を掲げたのは不思議ではない。『日本風景論』は日本の風景美、外国と比較して
日本の風景の優秀さを日本各地に発見してみせた最初の書物であった。その後、これは
山水を探勝する紀行文学者に受け継がれていく。戦前期のガイドブックは志賀や紀行文
学者のまなざしの影響を大きく受けている、先に『日本案内記』『鉄道旅行案内』に触れ
ながら、鉄道によって均質な空間と化した旅行空間を一望のもとに見渡そうとする鉄道
省工権力のパノプティコン的意志、新たに均質化された空間の隅々に見所を発見しよう
という国家的意志の産物としてこの二つのガイドブックをとらえた。なぜ、鉄道省＝国
家が採算を度外視してまで旅行ガイドブックの刊行に異常な熱意を持ったのか、なぜ日
本の隅々、それこそ観光とは無縁のような場所や土地にまでまなざしを向けていく必要
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があったのか、ここでもう一つの要因に目を向ける必要がある。すなわち、戦前期にお
いて旅行ガイドブックとはまさに「江山洵美是吾郷」を顕現するメディアの一つとして
機能していたのではないかという．こ’とだ。『日本風景論』によって提唱された「江山洵
美是吾郷」は山水文学を経て、極めて大衆化したかたちで旅行ガイドブックのなかに流
れ込んでいったとみることができる。身の回りめ名もないような山や川’、田舎の風景が
実は「美しい風景」として新鮮に立ち現れてくることへの驚き。その集合的な経験がナ
ショナリズムを喚起するがゆえに国家はあれほどまでにガイドブックの刊行に熱意を燃
やしたのではなかろうか。
結びにかえて
　旅行ガイドブックは基本的に消耗品と考えられている。そこに掲載されている情報は
日々古くなるので、ガイドブヅクは旅行が終われば用済み、廃棄される運命にあり、一般
家庭はいうに及ばず図書館などにもほとんど残らない。しかし、これまで見たようにそれ
らは単なる実用書に留まらず、我々の旅行経験に直接的に作用する積極的な意味・意義を
持ち、人間の集合的なまなざしを顕現する・メディアと考えることができるのである35）。
注
1）本稿では旅行ガイドブックとガイドブックを同義の概念としている。文脈によってこれら二つの概
　　念を使い分けているが、意味するところは同じである。
2）柳由薗男「青年と学問」『定本柳田國男集第25巻』、筑摩書房、昭和45年、llO頁．
3）柳田國男「青年と学問」『定本柳田國男集第25巻』、．筑摩書房、昭和45年、122頁．
4）・ここでいう「まなざし」の概念はJ・アーリに倣ったものである。アー一リは観光のまなざしを「日
　　常から離れた異なる景色風景、町並みなどに対してまなざしもしくは視線を投げかけること」と
　『している。まなざしは記号を通して構築される。記号とは具体的には写真や絵はがき、テレビ、映
　　画、文字テクストなどのメディアであり、これらのメディアが社会的な、集合的な作用として生
　　産、再生産を繰り返す。J・アーリ『観光のまなざし現代社会におけるレジャーと旅行』加太宏邦
　　訳、法政大学出版局、1995，2頁．
5）『広辞苑第四版』岩波書店、1991年、2310頁．
6），『コ．ンサィスカタカナ辞典』三省堂、1972年、924頁．
7）『基本外来語辞典』、東京堂出版、1990年、780頁．
8）中川浩＝『旅の文化誌一ガイドブックと時刻表と旅行者たち』伝統と現代社、1979、3頁．
9）寺田寅彦、「案内者」小宮豊隆編『寺田寅彦随筆集第一巻』岩波文庫、1947年、277頁．・
10）寺田前掲書、276頁．
11）中川浩一はガイドブックのベストセラー　Europe　on＄10　a　Dayの和訳『一日10ドルのヨーロッパ
　　旅行』が1977年から大学生協の肝いりで刊行され増刷を重ねた例を引き、これを「高等専門教育の
　　臭は影をうすくし、高等普通教育と化した日本の大学にとっての象徴的できごと」と述べている。
　　（中川前掲書、11頁）大学生がエリートであった頃、海外旅行ガイドブックの和訳本、あるいは日本
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　　語の海外旅行ガイドブックは不要であったろう。その意味では『地球の歩き方』（ダイヤモンドビッ
　　ク社）の刊行は大学大衆化の象徴といえるかもしれない。
12）河東碧梧桐『山を水を人を』昭和8年12月、日本公論社刊、『世界紀行文学全集イタリア』ほるぷ
　　出版、昭和54年、216頁．
13）中川前掲書、26～28頁参照のこと。ベデカーを崇拝する英文学者市川三喜のエピソードやブタペス
　　トに行ったこともないのにベデカーを暗記して、その地理を言音んじている劇作家の話などが紹介さ
　　れていて、当時のガイドブック依存の一端が知れて大変興味深い。
14）河上肇「巴里最初の印象」『祖国を顧みて』大正14年12月、実業之日本社刊、『世界紀行文学集1フ
　　ランス1』ほるぷ出版、昭和54年、216頁．
15）与謝野寛「ミラノ」『巴里より』大正3年5月、金尾文淵堂刊、『世界紀行文学全集5イタリア』ほ
　　るぷ出版、昭和54年、102頁．
16）田中耕太郎『南欧芸術紀行』昭和27年3月、文藝春秋新社刊、『世界紀行文学全集5イタリア』ほ
　　るぷ出版、昭和54年、211－212頁．
17）寺田前掲書、279頁．
18）守屋毅編『現代日本文化における伝統と変容6日本人と遊び』、ドメス出版、1989を参照のこと．
19）ウェストン『日本アルプスの登山と探検』岩波文庫、1997．
20）日本近代における風景の発見については以下の文献を参照されたい。勝原文夫『農の美学』論創
　　社、1979．柄谷行人『日本近代文学の起源』講談社、1980．加藤典洋『日本風景論』講談社、1990．
　　佐藤健二『風景の生産・風景の解放メディアのアルケオロジー』講談社、1994．李孝徳『表象空間
　　の近代明治期「日本」のメディア編制』新曜社、1996．
21）志賀重昴『日本風景論』岩波文庫、1995．
22）山水とは風景の類似概念だが、人間生活より自然的風物に重点があるところに特徴がある。
23）澤壽次、瀬沼茂樹『旅行百年』日本交通公社、昭和43年、172～173頁．
24）日本交通公社社史編纂室『日本交通公社七十年史』株式会社日本交通公社、昭和57年、9頁．
25）日本交通公社社史編纂室前掲書、9～10頁．
26）日本交通公社社史編纂室前掲書、17頁．
27）アーネスト・サトウ『一外交官の見た明治維新（上）』坂田精一訳、岩波文庫、1960，260頁．
28）中川前掲書、197頁．
29）戦前のガイドブックについても中川前掲書が参考になる。ちなみに戦後日本のガイドブック御三家
　　は日本交通公社、山と渓谷社、実業之日本社である。
30）『旅行手帖』、『麗山名水』、r四國』、『北陸』、『登山案内』、『東北の民俗』、『東北の玩具』、『阿寒國立
　　公園とアイヌの傳説』、『郷土旅行叢書』、『祖國認識旅行叢書』は現物が入手不可能なことおよび出
　　版年を確定できないため、表からは割愛した。
31）中川前掲書、199頁，
32）鉄道省r鉄道旅行案内』昭和11年、1頁．
33）同上．
34）澤壽次、瀬沼茂樹前掲書、186～187頁．
35）ガイドブックのワードの多変量解析も試みたいところではあるが、今回は紙幅の関係で省略した。
（いわさき　じゅんいち　本学非常勤講師）
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